
 ●
 び
わ
湖
☆
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

Ｂ
Ａ
Ｆ
２
０
２
０
開
催
！
 

　
次
世
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
皆
さ
ま
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
、
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！
 

◇
日
時
：
令
和
２
年
２
月
16
日
（
日
）
 

11
：
00
〜
17
：
00
（
予
定
）
 

◇
会
場
：
滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
全
館
 

◇
催
し
：
 

「
Ｂ
Ａ
Ｆ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
 

（
大
ホ
ー
ル
・
無
料
) 

県
内
高
校
書
道
部
、
若
手
書
家
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
　
（
中
ホ
ー
ル
・
有
料
） 

「
山
本
英は

な（
次
世
代
文
化
賞
受
賞
）フ
ル
ー
ト
・
リ
サ

イ
タ
ル
」
   　
　
　
　
 　
 （
小
ホ
ー
ル
・
有
料
） 

そ
の
他
、
手
作
り
作
品
の
ア
ー
ト
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）等
、盛
り
だ
く
さ
ん
！
 

◇
問
合
せ
：
 

(公
財
)び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団
地
域
創
造
部
 

　
０
７
７
・
５
２
３
・
７
１
４
６
 

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
　
h
ttp
://b
af2
0
2
0
.co
m
/ 
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滋
賀
県
文
化
情
報
 

『
え
ん
む
す
び
』

● 県内移動展示事業　 
　滋賀県立近代美術館 

×かわらミュージアム 
「土から生まれた」展

　現在リニューアル整備のため長期休館中

の滋賀県立近代美術館は、県内の施設にお

いて館蔵品等の出張展示を行なっていま

す。第四回目となる今回は、「土」をテーマ

とし、県内の福祉施設における造形活動の

歴史から生まれた陶芸作品をご紹介しま

す。再開館に先立ち、滋賀県立近代美術館の

新収蔵品をお披露目する機会となりますの

で、ぜひご覧ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇会場：かわらミュージアム 
（近江八幡市多賀町） 

◇会期：令和２年２月15日（土） 
～３月22日（日） 

◇開館時間：9：00～17：00 
（入館は16：30まで） 

◇休館日：月曜日 
（月曜日が祝祭日の場合はその翌日） 

◇入館料： 
　　一般300円（10人以上団体250円）、 
　　小・中学生（同150円） 

　　※かわらミュージアムの常設展もご覧

になれます。 

　　※障害者手帳をお持ちの方は一般料金

の半額（小・中学生の場合は無料） 

澤田真一「お面」2014年（滋賀県立近代美術館所蔵）

ＢＡＦ２０１９の様子

ホームページには
QRコードの読み取
りでもアクセスいた
だけます
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 ●
 写
真
で
ま
ち
は
元
気
に
な
る
の
か
？
 

　
　
長
浜
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ト
　
事
務
局
　
矢
島
　
絢
子
 

 「よ
お
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
や
っ
て
、村
の
中
が
明

る
く
な
っ
た
わ
」
 

余
呉
町
菅
並
。滋
賀
県
北
部
の
豪
雪
地
に
35
世
帯
が

暮
ら
し
ま
す
。
２
０
１
９
年
夏
、
こ
の
地
で
私
た
ち
は

野
外
写
真
展
を
開
催
し
ま
し
た
。集
落
に
点
在
さ
せ
る

よ
う
に
設
置
し
た
の
は
等
身
大
の
写
真
パ
ネ
ル
。被
写

体
は
住
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。余
呉
型
民
家
と
呼
ば
れ

る
三
角
屋
根
の
家
々
が
残
る
景
観
を
含
め
て
鑑
賞
し

て
も
ら
お
う
と
、集
落
を
ま
る
ご
と
展
示
空
間
に
仕
立

て
ま
し
た
。
 

山
の
谷
間
の
辺
境
と
も
い
え
る
地
、か
つ
無
名
の
団

体
の
試
み
に
わ
ざ
わ
ざ
「
来
場
」
し
て
く
れ
る
人
が
い

る
の
だ
ろ
う
か
―
―
。そ
ん
な
不
安
は
杞
憂
に
終
わ
り

ま
し
た
。
自
治
会
長
か
ら
は
「
今
日
は
１
０
０
人
は
来

て
た
で
」
「
県
外
の
車
も
た
く
さ
ん
や
」
と
都
度
報
告

が
。
住
民
の
過
半
数
が
高
齢
者
の
、
ふ
だ
ん
は
本
当
に

静
か
な
集
落
へ
の
多
数
の
来
場
者
に
私
た
ち
の
方
が

戸
惑
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、住
民
の
お
一
人
か
ら
い
た
だ

い
た
の
が
冒
頭
の
言
葉
で
し
た
。そ
れ
は
ま
さ
に
私
た

ち
長
浜
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ト
の
め
ざ
す
姿
で
し
た
。
 

●
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ト
と
は
 

団
体
名
を
伝
え
る
と
、写
真
愛
好
家
の
集
団
で
す
か

と
し
ば
し
ば
返
っ
て
き
ま
す
。確
か
に
写
真
を
撮
る
の

が
好
き
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、目
的
は

「
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
 

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ト
」
と
は
、
地
方
に
暮
ら
す
人
へ

の
撮
影
に
特
化
す
る
写
真
家
M
O
T
O
K
O
さ
ん
が
提

唱
す
る
手
法
で
、そ
の
地
ご
と
の
人
々
の
生
き
生
き
と

し
た
暮
ら
し
ぶ
り
を
写
真
を
通
じ
て
発
信
し
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

長
浜
と
い
う
地
へ
の
関
心
を
高
め
関
係
人
口
を
増

や
す
と
と
も
に
、被
写
体
と
な
っ
た
地
域
の
人
が
改
め

て
ま
ち
へ
の
誇
り
(シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
)を
も
つ
き

っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。 

も
と
は
長
浜
市
の
人
材
育
成
事
業
と
し
て
、

M
O
T
O
K
O
さ
ん
と
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
オ
リ
ン
パ
ス

が
連
携
し
、市
民
を
対
象
に
３
年
か
け
て
講
座
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。そ
の
終
了
生
が
自
立
し
て
２
０
１
９

年
春
に
設
立
し
た
の
が
長
浜
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ト
で
す
。

30
〜
50
代
の
男
女
11
人
の
メ
ン
バ
ー
初
の
主
催
イ
ベ

ン
ト
が
、
菅
並
の
企
画
で
あ
り
、
３
年
か
け
学
ん
で
き

た
こ
と
の
成
果
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
 

「
写
真
な
ん
か
恥
ず
か
し
い
わ
」
「
私
は
遠
慮
す
る

わ
」
。
菅
並
で
の
撮
影
当
初
は
こ
ん
な
声
ば
か
り
で
し

た
。
繰
り
返
し
通
う
う
ち
に
打
ち
解
け
、
笑
顔
で
カ
メ

ラ
の
前
に
立
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、同
時
に

私
た
ち
も
こ
の
地
に
、そ
こ
で
暮
ら
す
人
に
魅
了
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
　
　
 

私
た
ち
が
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
と
ら
え
る
の
は
、

風
光
明
媚
な
景
色
で
は
な
く
、有
名
人
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
そ
の
土
地
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
た
ち

で
す
。そ
ん
な
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
を
こ
れ
か
ら
も
伝

え
て
い
き
ま
す
。

滋賀県の文化

M
ade in S
higa 

 - 身
近
に
感
じ
る
「
美
」
の
世
界

近
年
に
実
施
さ
れ
た
『
暮
ら
し
ア
ー
ト
事
業
』
の
中
か
ら

地
域
を
元
気
に
す
る
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

屋外展示企画での撮影の様子

３年間の育成講座を経て独立

集落あちこちに配置した写真パネル
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肩にかついだ天秤棒の両端に桶を下げて
歩いていく農婦が描かれています。しかしそ
の姿と背景は、三角形や四角形、円筒形から
構築され、一見判然とせず抽象的に見えま
す。キュビスムや未来派といった20世紀初
頭の前衛的な芸術動向を取り入れて描かれ
ているためです。描く対象を単純な幾何学形
態へと解体したり、時間や運動といった概念
そのものを造形化しようとしました。 
作者のカジミール・マレーヴィチ（1878

～1935）は、ウクライナのキエフ（当時は
ロシア帝国領）に生まれ、モスクワで絵を学
びました。単純な色彩と幾何学形態からなる
純粋抽象絵画を追求しシュプレマティズム
（絶対主義）を提唱するなど、新しい表現を
生み出していく一方で、少年時代をすごした
農村地帯の暮らしに深い共感をいだき、農民
による装飾画や木彫の色彩、伝統的な宗教画
であるイコンに美を見出し、農民の姿を多く
描いています。

滋賀県立近代美術館学芸員　古沢ゆりあ●前衛的
アバンギャルド

に描く農民の姿

滋賀県の文化

アートのみかた 
　－滋賀県立近代美術館所蔵作品をもとに－

カジミール・マレーヴィチ「水を汲みに行く農婦」　リトグラフ・紙　1913年　9.9×10.6㎝　 滋賀県立近代美術館蔵
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 ●
遺
産
を
巡
る
痛
快
な
ド
タ
バ
タ
コ
メ
デ
ィ
を
 

最
高
の
オ
ペ
ラ
で
!!
　
 

　
　
　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
事
業
部
　
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
 

　
舘
脇
　
昭
 

 毎
年
春
に
開
催
す
る
「
近
江
の
春
 び
わ
湖
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
祭
」
は
、
短
い
公
演
時
間
と
、
お
求
め
や
す
い
価

格
、一
流
の
出
演
者
に
よ
る
公
演
を
沢
山
用
意
し
、多
く

の
方
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
音
楽
祭

で
も
気
軽
に
オ
ペ
ラ
を
愉
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
 歌
劇
《
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
》
を

演
奏
会
形
式
で
お
贈
り
し
ま
す
。
ダ
ン
テ
の
「
神
曲
」
の

地
獄
編
の
挿
話
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
作
ら
れ
、
テ
ン
ポ
感

に
溢
れ
た
劇
の
進
行
と
優
れ
た
音
楽
に
よ
る
こ
の
作
品

は
、
活
力
と
機
知
に
と
み
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
《
フ
ァ
ル
ス

タ
ッ
フ
》以
降
、イ
タ
リ
ア
に
生
ま
れ
た
最
高
の
喜
劇
オ

ペ
ラ
と
い
わ
れ
、今
も
な
お
、世
界
中
の
劇
場
で
上
演
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

時
代
を
越
え
て
生
き
残
っ
て
き
た
オ
ペ
ラ
に
は
必

ず
心
に
響
く
美
し
い
ア
リ
ア
（
詠
唱
）
が
存
在
し
ま
す
。

こ
の
オ
ペ
ラ
に
も
、
主
人
公
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
の

娘
ラ
ウ
レ
ッ
タ
が
、
父
親
に
恋
人
と
の
結
婚
の
許
し
を

請
う
シ
ー
ン
で
歌
う
「
私
の
優
し
い
お
父
さ
ん
」（
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
な
ど
で
も
度
々
用
い
ら
れ
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
全

ア
リ
ア
の
中
で
最
も
有
名
な
曲
の
一
つ
）や
、ラ
ウ
レ
ッ

タ
の
恋
人
リ
ヌ
ッ
チ
ョ
が
、賢
人
た
ち
を
育
み
、花
の
都

と
し
て
栄
え
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
街
の
様
子
を
力
強
く

歌
い
あ
げ
る
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
花
咲
く
木
の
よ
う
に
」

と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
ア
リ
ア
が
あ
り
、
こ
の
オ
ペ
ラ

を
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
 

資
産
家
の
ブ
オ
ー
ゾ
が
亡
く
な
り
、
そ
の
遺
産
が
す

べ
て
修
道
院
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
嘆
く
親
戚
た

ち
。
田
舎
者
で
成
り
上
が
り
の
知
恵
者
で
あ
る
ジ
ャ
ン

ニ
・
ス
キ
ッ
キ
が
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
舞

台
に
、遺
産
を
巡
る
親
戚
間
の
騒
動
と
、若
い
男
女
の
恋

も
見
事
に
解
決
す
る
痛
快
な
ド
タ
バ
タ
コ
メ
デ
ィ
。
日

本
を
代
表
す
る
歌
手
に
よ
り
、
と
び
っ
き
り
の
オ
ペ
ラ

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

滋賀県の文化

オ
ペ
ラ
日
和

●
豆
知
識
 

 プ
ッ
チ
ー
ニ
は
、
19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
に
か

け
て
活
躍
し
た
イ
タ
リ
ア
の
作
曲
家
で
、
生
涯
に
13

の
オ
ペ
ラ
を
遺
し
ま
し
た
。ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の《
ア
イ
ー

ダ
》
を
観
て
オ
ペ
ラ
作
曲
家
を
志
し
、
３
作
目
の
《
マ

ノ
ン
・
レ
ス
コ
ー
》が
大
ヒ
ッ
ト
。《
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
》、

《
ト
ス
カ
》
、《
蝶
々
夫
人
》
と
立
て
続
け
に
ヒ
ッ
ト

作
を
生
み
出
し
ま
す
。《
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
》は
、

１
幕
劇
の
《
修
道
女
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
》
、
《
外
套
》
と

と
も
に
３
部
作
と
し
て
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

《
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
》
の
創
作
に
か
か
り
ま
す
が
、

３
幕
の
途
中
で
亡
く
な
っ
た
為
未
完
に
終
わ
っ
て
い

ま
す
。
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
亡
き
後
の
イ
タ
リ
ア
の
最
高
の

オ
ペ
ラ
作
曲
家
と
い
わ
れ
、
覚
え
や
す
く
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
は
、
多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

プッチーニ作曲　オペラ 
≪ジャンニ・スキッキ≫ 

  全1幕（約50分）／ 
  演奏会形式（イタリア語上演・日本語字幕付） 

 

 
日　時　令和2年4月26日(日)　 
会　場　びわ湖ホール大ホール 
指　揮　沼尻竜典 
構　成　中村敬一 
出　演　青山 貴(ジャンニ・スキッキ) 
　　　　石橋栄実(ラウレッタ) 
　　　　二塚直紀(リヌッチョ) ほか 
管弦楽　日本センチュリー交響楽団 
チケット　S席 3,000円、A席 2,500円 
　　　　　B席 2,000円、18歳以下各席500円引 
　　　　 （全席指定／3月1日一斉発売）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
街
並
み

ア
ル
ノ
川
に
架
か
る
「
ヴ
ェ
ッ
キ

オ
橋
」
。
恋
人
と
の
結
婚
を
許
し

て
く
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
橋
か
ら

身
を
投
げ
る
と
ラ
ウ
レ
ッ
タ
が
ア

リ
ア
の
中
で
歌
っ
て
い
ま
す
。


